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論文審査結果の要旨 
 
 コストカ数とは、与えられた形と重さを持つ半標準ヤング盤の個数を表す数であり、対称群の表現
論において重要な役割を持つものである。コストカ数を計算することは一般には困難であり、特別な
場合を除いて公式は知られていない。著者は、コストカ数を求める問題に３つの側面から研究を行い、
それぞれの場合に有用な定理、公式、新たな解釈を得た。本論文は、その成果をまとめたもので、全
編４章からなる。 
 第１章は序論である。 
 第２章では、コストカ数を与える集合、すなわち、与えられた形と重さを持つ半標準ヤング盤の集
合に自然な半順序を導入し、この半順序に関して最大元と最小元が唯一に定まることを、構成的アル
ゴリズムとともに示した。これらのアルゴリズムは、最近出版された対称群の表現論に関する専門書
で書かれているアルゴリズムとは異なるものであることを実際に出力が異なる例を挙げて示している。 
 第３章では、重さの成分が、２が一つで残りすべて１という、特殊な場合のコストカ数のクヌース
による公式の一般化を試みた。クヌースによる公式より後で発見された、スタンリーによるコストカ
数と対称群の指標値の間の関係式と、ラサールによる対称群の指標の具体的公式を利用することで、
一般化が可能になっている。得られた公式はクヌースの公式とよく似た形をしている。これらの公式
の導出の過程で、最近出版された対称群の表現論に関する専門書の公式の誤りを指摘している。 
 第４章では、コストカ数がみたすヴェルシクの関係式の全単射による証明を与えた。ヴェルシクの
関係式は対称群の表現論を用いて証明されるが、ヤング盤への挿入というよく知られたアルゴリズム
を利用してヴェルシクの関係式を示す全単射が構成できることを示した。ヴェルシクはこのアルゴリ
ズムに言及していないばかりか、最近出版された全単射組合せ論の専門書には逆にヴェルシクの関係
式が言及されていない。ヴェルシクの関係式と挿入アルゴリズムの関係を指摘したことは新たな知見
と言える。 
 以上要するに本論文は、コストカ数の計算に関連して、数え上げ組合せ論の立場から、コストカ数
を与える集合の構造を明らかにし、対称群の表現論の立場から特殊なコストカ数の場合の公式を導き、
ヴェルシクの関係式の新しい証明を与えたもので、情報基礎科学ならびに代数的組合せ論の発展に寄
与するところが少なくない。 
 よって、本論文は、博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
